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Welina Hotel
　　　　躍進の秘密

駅チカでコンセプト性が強く、居心地が良いのがWelina Hotelの強みと語る高田専務。
「インバウンド９割」の秘密や、サービスをブラッシュアップするための取り組みなど、
コロナ禍を乗り越えた成功の裏側を深掘りします。
世界中のお客様から愛されるホテルであり続けるために、進化し続けます！

株式会社Welina  専務取締役
たか　 だ 　　とも   のり

高田 知典さん

リピーターを呼ぶために欠かせない
現場のブラッシュアップ

全ホテルで情報共有し、スタッフの
多国籍化やフォロー体制強化も進める
お客様の期待に応えるには、口コミが大きなヒントになります。
Welina Hotelでは、各支配人がお客様のコメントを一つひとつ
チェックし、週1回の責任者
会議で問題点や対処内容を
共有しています。現場では、イ
ンバウンド需要に対応でき
るように、幅広い国籍のス
タッフを配置。入社時研修で
は、清掃部配属者も含めてフ
ロント業務のレクチャーをす
るなど、いざというときに
バックアップできる体制を
整えています。

海外旅行客にも訴求できる駅チカのコンセプトホテル
和モダン、スペイン風……利便性と
非日常感を両立した空間で差別化を図る
なんばや中之島など、「主要駅徒歩圏内」の立地にこだわっていま
す。どの建物も「重厚美」「スタイリッシュ」「スペイン調」「日本の落
ち着き」など、明確なコンセプトを設けて自社で新築。広々としたエ
ントランスに入った瞬間から非日常を楽しめるのが、全ホテル共通
の魅力です。例えば、「心斎橋和NAGOMI」は 7 2 室すべてが和風テ
イストで、特に韓国や台湾の方に大人気。

万博をきっかけに大阪を「観光の街」に
滞在しやすい街であり続けるためには質の高いステイ先が不可欠
大阪万博を１つのきっかけに、大阪全体が観光の街として生まれ変わろうとしています。Welina Hotelと
しては、国内、海外から訪れる方たちのステイ先として、新しいまちづくりに貢献したいと考えています。
2024年７月現在、大阪全体の宿泊施設稼働率は、なんと平均95％！地域のホテル不足解消のためにも、
積極的に新規出店を続けていきます。

世界で、日本で、愛されるホテルに
１年に１棟以上のオープンを目指し、
世界中で認知度を上げたい
他社以上のインバウンド集客を実現できている一番の要因は、
海外の旅行会社との提携です。太いパイプで送客し、居心地の
良さを体感していただき、リピートに繋げる。引き続き、この循
環に力を入れます。
今後の方向性としては、現状維持ではなく、新規オープンや
認知度強化に力を入れたいと考
えています。１年に１棟以上オー
プンし、大阪以外のエリアにも
進出していくことが目標です。

「Welina」は、ハワイ語で「愛おし
い」という意味です。これからも
名前に恥じない質の高いサービ
スを提供し、「Welinaなら安心」と
言われるホテルであり続けるよ
う、尽力してまいります。

髙田クレーン興業
オペレーター

とく　 だ　　ひと　 し

徳田 倫嗣さん

2023年12月15日入社

髙田クレーン興業
オペレーター

わき   さか　  よし   のり

脇坂 佳典さん

2023年８月1日入社

ニューカマー
ファイル！

頼りになる人材を常に探し続ける髙田クレーン
興業。今回ご紹介するお二人もまた、業界経験
豊富なプロフェッショナルです。仕事に対して、
どのようなポリシーをもっているのでしょうか？
また、お二人が口を揃えて教えてくれた、入社
後に感じた衝撃とは？

�月�日入社

ユウテック
設計部

いの うえ  しょう

井上  翔さん

６月��日入社

髙田クレーン興業 
オペレーター

まる やま  ふく  お

丸山 福男さん

６月１日入社

髙田クレーン興業 東京 
オペレーター
さ とう  たいりょう

佐藤 泰了さん

新 入 社 員
を ご 紹 介 ！

６月以降に入社された
NEW FACE!

現在の業務内容
マンション建設現場にて、90ｔクローラー
クレーンのオペレーターを務めています。現
場が変われば監督や職人の皆さんも様変わ
り。各々でやり方も違うので、その適応が難
しいところでもあり、やりがいでもあります。

入社後に感じたこと
前職時代に現場でご一緒することがあったため、髙田ク
レーン興業の存在自体は知っていました。いざ入社して
みると、社員数が非常に多く、クレーン保有台数もトップ
クラスでビックリ！多くの現場で当社が稼働しているのを
見ると、会社の実績と規模の大きさを感じるばかりです。

仕事をする上で大切にしていること
「焦らないこと」「横着をしないこと」「日々技術を磨くこと」
の３つです。現場で作業をともにする職人さんは十人十色。
ときには声を荒らげる人もいますが、どのようなときもム
キにならず、「このオペさんはうまいな！」と言われるよう、
運転技術を磨いてまいります！

趣味
休日は社会人チームでサッカーを
しています。サッカーの練習がない
日は読書の日々です。今は沢木耕
太郎の『深夜特急』にハマり中！

前職
建設業界に長年携わり、前職は石膏
ボードなどの建設資材を運ぶ「荷
揚げ屋」の仕事をしていました。
ちなみに、学生の頃のアルバイトは、
焼き肉屋のホールスタッフ！建設
業とは毛色の異なる業種も幅広く
経験しています。

期
待
の

現在の業務内容
現在担当の老人ホーム建設現場では、
35ｔラフタークレーンのオペレー
タ ーを務めています。現場で使う
鉄筋材や型枠材をクレーンで吊り
上げ、ステージや建物の屋上に運ぶ
のがメインの仕事です。

入社後に感じたこと
会社が所有するクレーンの多さに驚きました。実は入社
するまでは、クレーンについてあまり知識がなかった私。
入社後にクレーンの所有台数や種類の多さを知り、会社
の規模の大きさにも圧倒されたことを覚えています。

仕事をする上で大切にしていること
髙田クレーン興業のオペレーターとして、責任感を
もって仕事をすることです。どの現場でも会社の看板を
背負っている自覚をもち、一日一日を無事故・無災害で
終わらせるよう意識しています。

趣味
ツーリングです。高校のと
きに免許を取って以来、
ずっとバイクにハマって
います。景色を眺めながら
のツーリングは最高です。

前職
型枠工事のユニック車ド
ライバーとして、資材の
運搬を行っていました。
トラックの運転や、クレー
ン操作の楽しさをを知り
ました。
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